
提

出

者

小

林

千

代

美

平
成
十
六
年
六
月
八
日
提
出

質
問
第
一
四
五
号

イ
ラ
ク
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
た
邦
人
三
名
の
解
放
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意

書
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イ
ラ
ク
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
た
邦
人
三
名
の
解
放
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意

書

高
遠
菜
穂
子
さ
ん
、
郡
山
総
一
郎
さ
ん
、
今
井
紀
明
さ
ん
の
三
名
が
イ
ラ
ク
で
拘
束
さ
れ
て
以
降
、
帰
国
す
る
ま
で
の
間
の

政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
不
明
の
部
分
が
あ
り
、
国
民
の
間
に
は
そ
れ
ら
の
事
実
関
係
の
解
明
を
求
め
る
意
見
が
あ

る
。従

っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

海
外
に
お
い
て
拉
致
あ
る
い
は
拘
束
さ
れ
た
邦
人
を
救
出
し
、
帰
国
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、
政
府
の
負
担

と
す
る
部
分
と
当
事
者
の
負
担
と
す
る
部
分
の
範
囲
を
画
す
る
基
準
（
法
的
根
拠
、
内
規
、
先
例
等
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

イ
ラ
ク
に
お
け
る
今
回
の
事
件
に
お
い
て
、
政
府
が
右
記
一
の
経
費
負
担
の
あ
り
方
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
、
参
照
も
し

く
は
適
用
し
た
法
規
、
内
規
、
先
例
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
参
照
も
し
く
は
適
用
す
る
に
至
っ
た
根

拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


